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1. はじめに 

 本研究は、高齢者福祉等におけるコミュニケーシ

ョンの向上を目的としたシリアスゲームに関するも

のである．音楽療法に基づき，複数ユーザが同一の

タッチパネル機器を利用して音楽演奏を楽しむこと

により，高齢者同士が協調作業にとりコミュニケー

ションの向上を図ることを目的とする． 

介護施設や老人ホームでタッチパネル機器を用い

てコミュニケーション向上を図る場合，高齢者は同

じ入居者や介護士，ふれあい学習などで訪問する，

近隣の幼稚園，小学校の子供達等の様々な年代の人

と使用することが想定される．また使用する際，顔

を見合わせながら会話をし，同一の機器を複数ユー

ザで利用することがコミュニケーションの向上を図

る上で重要であると我々は考えている． 

複数の同一の機器を複数ユーザで利用するための

方法として，大型タッチパネルを利用したテーブル

トップ型ＨＭＩ(Human Machine Interaction)のユ

ーザ認識機能を使用する方法と，タッチパネルを搭

載したタブレット型端末の加速度センサーを利用す

る方法の 2手法を提案する． 

2. ＨＭＩへの要求機能 

 本研究のＨＭＩへの要求機能は次に示す５つであ

る．（１）楽器で演奏できない人でもタッチパネル

をタッチすることで，さまざまな音色を使用した演

奏することが可能．（２）画面上に表示されるブロ

ックをタッチすることでブロックに対応した音色が

再生される．（３）再生される音色はユーザによっ

て異なる．（４）音楽療法で主として利用されるリ

ズム楽器を中心とした．（５）介護施設や老人ホー

ムのさまざまな場所において入居者が多人数で使用

することができる． 

3. 従来方式と問題点 

 複数ユーザが１つの大型タッチパネルテーブルを

使用して楽器演奏をするものには，「MU^3-

TABLE」がある[1]．これは，４人で画面上のセル

をタッチすることでそれぞれの音色を奏でるという

ものである．「MU^3-TABLE」は前節で述べた

（１），（２），（３）の要求機能を実現すること

ができる．しかし，演奏する上で個々のタイミング

でセルをタッチすると，音色が不協和音になり音楽

にならない．そのため演奏するうえでの難易度が高

く，誰でも演奏するというのは難しいため（４）の

要求機能の実現には問題がある．更に大型タッチパ

ネルテーブルの使用は遊戯ルーム等の共有スペース

に設置し，１つのテーブルを複数人で囲んで操作で

きるメリットがあるが，設置できる場所が限られて

しまい，入居者の部屋やベッドの上で使用すること

ができなく（５）の要求機能の使用者が限られてし

まう．そのため，大型のタッチパネルのみの使用は

我々の目的を実現するうえでは問題がある． 

4. 提案方式 

 従来方式の問題点を解決するには，高齢者に限ら

ず誰にでも演奏できるＨＭＩで，ユーザが自分の好

きなタイミングでタッチパネルをタッチしても音楽

が奏でられるようにする必要があると考える．これ

の実現のため，使用する音色については決められた

シーケンスを常に流し続ける．それにより，どのタ

イミングでタッチパネルの指定された箇所をタッチ

してどのような音色の組み合わせでも音楽が奏でる

ことができる． 

入居者の部屋やベッドの上でも使用できることを

考えると，大型タッチパネルの代わりに類似した機

能を持つタッチパネルを搭載したタブレット型端末

の使用が必要であると考える．本提案を行う上で，

ユーザ認識機能を使用する方法は同時に４人が演奏

できることを特徴とし，加速度センサーを利用する

方法はタッチパネルの向きを変えることにより，ユ

ーザ及び音色を変えることを特徴とする．本提案方

式の実現方法としては，前者は Diamond Touch（以

下ＤＴと呼ぶ），後者はｉＰａｄの利用等が考えら

れる． 

 ここで提案する実現方法に基づく多人数協調型音

楽制作システムは，ＤＴとｉＰａｄのそれぞれで演

奏ができるシステムである．操作は画面上の 4 行 4

列１６個のブロックのＯＮ／ＯＦＦによって音色の

再生と停止によって行う． 
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 ＤＴの場合ブロック１つに４つの音色が設定され

ており，４人のユーザがその内の１つの音色をそれ

ぞれ再生することができる．ＤＴの静電容量結合に

よってユーザを別々に認識したマルチユーザーで音

楽を奏でる(図１)．音色はユーザ毎に別々の音を設

定しているため，他のユーザの音色を再生すること

はできない． 

 

図１ ＤＴでの実施例 

 

 ｉＰａｄの場合はブロック１つに１つの音色が設

定されている．ｉＰａｄの内蔵する加速度センサー

によって本体の向きを正方向（図２），右方向（図

３），左方向，逆方向の４方向で変えることで画面

を変更し，ユーザを切り替える．この方法でマルチ

ユーザーとする．各画面に設定されている音色は異

なり，ユーザ毎の個々の画面で自分の好きな組み合

わせで音色を再生し，互いの音色を組み合わせて音

楽を奏でる． 

 
図２ ｉＰａｄでの実施例１ 

 

図３ ｉＰａｄでの実施例２ 

 ブロックの数は１６個で音色はユーザ４人分ある

ため，６４種類の音色からユーザの組み合わせによ

り，奏でられる音楽か決まる． 

5. 試作 

 本提案方式の有効性を確認するため，多人数協調

型音楽制作システム「Brain Beats Quartet」（以

下ＢＢＱと呼ぶ）を試作した．ＢＢＱのシステム構

成を図４に示す． 

 入力制御部ではディスプレイへのタッチを入力と

し，どのブロックがタッチされたかを判断しデータ

管理部にそのデータを送る．データ管理部では送ら

れてきたデータをループミュージック管理部に送り，

返されたデータをユーザ認識部に送る．ループミュ

ージック管理部では送られてきたデータから対応す

る音源を音源データから取り出し，データ管理部に

音源を返す．ユーザ認識部では，ＤＴの場合タッチ

したユーザが誰かを認識し，ｉＰａｄの場合は本体

の向きによってどのユーザかを認識し，その結果を

出力制御部に送る．出力制御部からディスプレイ，

スピーカーでそれぞれ出力する． 

 

図４ ＢＢＱのシステム構成図 

6. おわりに 

本稿では，介護・老人ホームに入居する高齢者を

ターゲットユーザとした多人数協調型音楽制作シス

テムの提案について述べた．入居者の中には１人で

歩けない人や，大部屋で複数の人と同じ部屋で暮ら

す人などがおり，双方に対応可能とするため２つの

方式を提案した． 

今後試作を完了させ，実際に高齢者の方に使って

いただいて，評価することが課題である．                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
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